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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   こういうわけで、いつまでも残るものは信仰と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　希望と愛です。その中で一番すぐれているのは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛です。　Ｉコリント１３：１３
―　創立６６周年記念礼拝メッセージ　―　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

     　　　　　　　　　　　　　　聖霊の力　　使徒 １：８
日本語部の礼拝所に、レークサイド教会の創立牧師であられる葛原定市牧師の毛筆によって書かれた使徒行伝１章８節の御言葉が、額に入れて壁に掛けられてあります。　この御言葉は心に霊火を燃やしてくれます。
キリストの弟子とは、キリストが教えたことを実行する者です。その働きを実行するためには、自力ではなく、聖霊の力が必要です。主イエス・キリストが死から復活して、聖霊の力を受けることについて話したとき、弟子たちはその特別なときをイスラエルの国が復興するときであろうと思い違いをして、自分たちが権威の座につけるという願望をもっていました。イエス・キリストは、「しかし、聖霊があなた方の上に望まれるとき、あなた方は力を受けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土、および地の果てにまで、わたしの証人となります。」、といわれました。イエス・キリストは昇天の後、約束の聖霊を送られ、弟子たちの霊眼が開かれてこの世的考えを一変し、力を受けてあらゆる苦難と迫害に耐え乗り越えて地の果てにまでキリストの証人となっていきました。
　
１．力
力とはなんでしょうか？スパイダーマン、バットマン、スーパーマン、シックスミリオンダラーマン、ターザン等は、超人的力で悪党どもをばったばったと倒していき、「正義の裁きだ、かっこいい！」、と多くの人たちはこのような力に魅力を覚えます。映画産業は、このような映画興行から莫大な利益を上げています。このようなスーパーパワーに憧れるだけでなく、この世の権力や支配力を得ようと多くの人たちは躍起になっています。イエス・キリストは、御自身を十字架につけようとする人たちを超自然の力で打ち倒そうとすれば、いとも簡単にできましたが、しませんでした。イエス・キリストがいわれた力とは、腕力やこの世の権力や支配力ではありませんでした。イエス・キリストの証人となる力です。３年以上イエス・キリストの訓練を十分に受けたはずなのに、人間の力は弱いもので、イエス・キリストが逮捕されたとき、弟子たち全部がイエス・キリストを見捨てて逃げました。イエス・キリストが十字架につけられて死んだとき、弟子たちは絶望し、目的を失い、途方にくれました。弟子たちはユダヤ人を恐れて、部屋の中に閉じこもっていました。弱くて恐れおののいていた弟子たちでしたが、ちりちりばらばらにならないで、なお一緒にいました。そこに復活の主イエス・キリストが現われました。このことは今日の教会にも当てはまることです。弱くて困難な中にも、主イエス・キリストに在って、一つとなって協力していくことが大切です。イエス・キリストは聖霊の働きについて、ヨハネ１４章から１６章にかけて「聖霊は教え、思い起こし、証し、霊眼を開き、導き、示し、主の栄光をあらわす」ことをおっしいました。
２．証人
神は昔も今も永遠の未来にわたって、父であり、子であり、聖霊である三位一体の唯一の神です。三位一体も神が、天と地をつないで働いておられます。聖霊の力を受けた人は、イエス・キリストの証人とされます。証人とは、事実あった出来事を、目撃しまた体験したことを忠実に証言する人です。クリスチャンはキリストの十字架の救いの業を実生活の中で、言葉だけでなく、生きた供えものとしての行為をもってキリストを証しする人です。イエス・キリストは私たちの罪の身代わりとして死んで復活し、昇天して父なる神の右に座し、天地の支配権を握り、約束の聖霊を送って執り成していてくださいます。救われて証人となるために、万事必要なことは主がなしてくださいました。私たちがすべきことは、互いに心を合わせ、祈り、聖霊に満たされて主に仕えていくことです（エペソ5:18-21）。
　　
３．範囲　

キリストの証人となる範囲は、全世界です。イエス・キリストは、「・・・エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土、および地の果てにまで、わたしの証人となります。」、とおっしゃいました。キリストの教会は、キリストの体です。クリスチャン一人ひとりは、キリストの体に結ばれた枝です。悪魔と罪の力が強く働いている世界の中で、私たちはキリストの体の一部として、神の家族として、キリストを証しする使命があります。悪の霊との戦いがあり、愛と憎しみ、知恵と愚かさ、平和と戦争、良きものと悪しきものとが存在するのが現実の世界で、このようなところで証しするのです。困難が伴い、激しい迫害もあります。地の果てとはとても遠いところですが、近くにいる人でも心が離れているなら、地の果てにいるような存在です。近くにいる人たちにも、遠くにいる人たちにも、みんなキリストの福音が必要です。
教会は主を礼拝し、主の下にあって信徒の楽しい交わりのところであるべきです。それに甘んじるだけでなく、教会が主によって召しだされた目的は、キリストの証人を送り出し、キリストの福音を宣べ伝え、滅びゆく世の人々を救いに導くためです。聖霊の働きと導きに従って、良き証人として主に仕えていきましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜鈴木光夫牧師＞
